
令和３年度公共用水域及び地下水の水質測定結果の概要について 
 

 水質汚濁防止法の規定に基づき、県、国土交通省及び金沢市が令和３年度

に実施した公共用水域及び地下水の水質測定の結果の概要は、次のとおりで

ある。 

１ 公共用水域の水質測定 

 (1) 水域及び測定地点数  

 

 

 

 

 

 

 

 (2) 環境基準の達成状況 

① 人の健康の保護に関する環境基準（カドミウムなど２７項目） 

      ６３水域中３６水域を測定した結果、全ての水域で達成 

 

② 生活環境の保全に関する環境基準（ＢＯＤ、ＣＯＤなど９項目） 

ア ＢＯＤ又はＣＯＤ（有機物による汚濁の程度を表す指標） 

(ｱ) 河川 (ＢＯＤ) ４９水域中４６水域が達成（達成率  ９４％） 

(ｲ) 湖沼 (ＣＯＤ)  ３水域全てが基準を超過（達成率   ０％） 

(ｳ) 海域 (ＣＯＤ)  １１水域全てが基準を達成（達成率１００％） 

 

湖沼３水域のＣＯＤ（年平均値）の推移        (mg/L) 

 

 

イ 全窒素及び全リン 

（閉鎖性水域における植物プランクトン増殖の指標） 

(ｱ) 湖沼 全窒素及び全リンとも３水域全てが基準超過 

（達成率  ０％） 

(ｲ) 海域 全窒素及び全リンとも２水域全てが達成 

（達成率１００％） 

水 域 水域数 
測定地点数 

県 国土交通省 金沢市 計 

河 川 ４９ １０１  ６ ４５ １５２ 

湖 沼 ３     ８  －   －    ８ 

海 域 １１   ３２  －   ６   ３８ 

計 ６３  １４１  ６ ５１ １９８ 

 

湖 沼 これまでの最大値 Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ 

河 北 潟 Ｈ６年度  ８.９ ５.５ ５.２ ５.３ ５.０ ５.０ 

木 場 潟 Ｈ２年度 １１  ６.４ ６.５ ６.５ ５.８ ６.４ 

柴 山 潟 Ｈ６年度  ７.７ ５.６ ５.３ ５.８ ５.５ ５.３ 



 
２ 地下水の水質測定 

 (1) 概況調査 
県内の地下水質の概況を把握するため、市街地等の７５井戸(県６８、金

沢市７井戸)で、環境基準が定められている有害物質２８項目を調査 
（井戸数） 

区 分 

 

 項 目 

調査 

井戸数 

環境基準を達成 
環境基準を 

超 過 不検出 
環境基準 

以下で検出 

自然界に存在

する物質 

ヒ素 

７５ 

６９ ３ ３ 

フッ素 ５６ １９ ０ 

ホウ素 ７３ ２ ０ 

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 ８ ６７ ０ 

その他５項目 ７５ ０ ０ 

自然界に存在

しない物質 

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ等 揮発性有機

塩素化合物 10項目 
７３ ２ ０ 

その他９項目 ７５ ０ ０ 

合  計 ７５   ７２ ３ 

 (2) 汚染井戸周辺地区調査 
「(1)概況調査」及び「その他の調査」で基準を超過した井戸等周辺の 
５０井戸で調査 

（井戸数） 

区 分 

  

項 目 

調査 

井戸数 

環境基準を達成 
環境基準を 

超 過 不検出 
環境基準 

以下で検出 

概況調査で 

環境基準を超過 
ヒ素 １２ ９ ３ ０ 

概況調査で検出 テトラクロロエチレン  ８ ７ １ ０ 

その他の調査で 

汚染判明 

自治体、事業者 

の自主調査 

硝酸性窒素及び亜硝酸

性窒素 
１８ ２ １６ ０ 

フッ素 １２ ３ ９ ０ 

合  計 ５０ ５０ ０ 

(3) 定期モニタリング調査 
昨年度までの「(1)概況調査」や「(2)汚染井戸周辺地区調査」で過去に

地下水汚染が確認された１２５井の状況を継続的に監視・調査 
（井戸数）  

区 分 

  

項 目 

調査 

井戸数 

環境基準を達成 
環境基準を 

超 過 不検出 
環境基準 

以下で検出 

自然界に存在

する物質 

ヒ素 ３１ ０ ３ ２８  

フッ素    ８ ０ ２ ６  

ホウ素     ３ ０ １ ２  

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素    ３ ０ ３ ０  

自然界に存在

しない物質 

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ等 揮発性有機

塩素化合物 10項目 
８３ １０ ６８ ５  

合  計 １２５ ８６ ３９  

※同一井戸で複数の項目を調査しているものがあるため、合計と内訳の計は一致しない。 


